
「
和
泉
市
の
子
ど
も
と
教
育
を
守

る
会
」
は
３
月
、
小
中
一
貫
教
育

に
関
す
る
要
望
書
を
市
教
委
に
提

出
し
回
答
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の

中
の
、
は
つ
が
野
新
設
校
の
施
設

設
計
に
つ
い
て
「
オ
ー
プ
ン
教
室

で
は
な
く
、
壁
の
あ
る
従
来
の
教

室
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
要

望
に
対
し
て
、
市
教
委
の
回
答
は

「
教
室
と
廊
下
の
間
仕
切
り
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。」
と
い

う
も
の
で
し
た
。
新
設
校
は
オ
ー

プ
ン
教
室
に
す
る
、
と
も
と
れ
る

回
答
で
す
。

オ
ー
プ
ン
教
室
は
、
防
音
、
防

災
、
防
寒
の
観
点
か
ら
問
題
が
多

い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

泉
北
教
組
は
市
教
委
と
折
衝
を
行

い
、
新
設
校
を
オ
ー
プ
ン
教
室
に

す
る
予
定
な
の
か
を
確
か
め
ま
し

た
。
市
教
委
の
回
答
は
、
「
教
室
と

廊
下
の
境
界
が
な
い
オ
ー
プ
ン
教

室
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。」
と
、
オ
ー

プ
ン
教
室
あ
り
き
、
と
も
と
れ
る

も
の
で
し
た
。

和
泉
市
教
委
は
、
２
月
の
末
に

行
っ
た
「
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
、
施

設
の
設
計
で
重
視
し
て
い
る
要
件

を
11
点
に
わ
た
っ
て
書
い
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
オ
ー
プ
ン
教
室

に
関
わ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
新
設
校
設
計
の
上

で
重
要
な
問
題
と
い
え
る
の
で
は

ま
た
、
新
設
校
は
、
小
学
校
約

20
ク
ラ
ス
、
中
学
校
約
10
ク
ラ
ス

を
合
わ
せ
た
規
模
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
体
育
館
は
、
1
棟
の
み

と
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
施

設
一
体
型
小
中
一
貫
校
を
２
０
１

６
年
度
開
校
予
定
の
池
田
市
で
は
、

小
学
生
向
け
に
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
を

建
設
し
、
体
育
館
を
２
棟
に
す
る

こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。
池
田
市

は
当
初
の
設
計
で
は
体
育
館
は
１

棟
の
予
定
で
し
た
が
、
地
域
住
民

か
ら
「
体
育
館
床
の
ラ
イ
ン
は
ど

の
よ
う
に
引
く
の
か
、
小
学
校
用
、

中
学
校
用
の
ラ
イ
ン
を
入
れ
る
と
、

ラ
イ
ン
だ
ら
け
に
な
り
授
業
に
差

し
支
え
る
の
で
は
な
い
か
。
」
な
ど

の
声
が
上
が
り
、
設
計
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
例
を
和
泉
市
教

委
に
示
し
ま
し
た
が
、
回
答
は

「
２
棟
建
て
る
の
は
、
コ
ス
ト
・
ス

ペ
ー
ス
等
の
面
か
ら
も
難
し
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
１
つ
の
体
育
館

を
大
き
く
取
り
、
ネ
ッ
ト
で
仕
切

る
こ
と
で
小
中
別
の
使
用
が
可
能

で
あ
り
、
小
中
の
交
流
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
使
用
も
可
能
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
ネ
ッ
ト
で
仕
切
っ
て
も
ラ
イ

ン
の
問
題
は
解
決
し
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
設
校
が
、
教
職
員
な
ど
現
場

の
声
を
十
分
反
映
し
た
も
の
と
な

る
よ
う
、
私
た
ち
は
今
後
も
市
教

委
に
要
望
を
続

け
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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教え子をふたたび戦場に送るな！

泉北教組定期大会
同女性部定期大会
6月17日(火)17:30～
和泉コミセン３階ホール

市教委が示した、施設の設計で重視している要件(2014.2.27)

・ 学校規模は最大で各学年3学級。

・ 小学校、中学校、共有ゾーンの区分を明確にする。

・ 学年の節目を意識させるため小学校の低学年と高学年、中学

校１年生から中学校３年生は別階を基本とする。

・ 小中学校教員が協働して 1 つの学校として機能するため職

員室は１つとする。

・ 体育館、プール、図書室は、小中共用であるが、それぞれの

授業等に支障が無いよう大きさ等に配慮する。

・ メイングラウンドは200mトラック、両翼90mの野球やサッカー

の試合が可能な広さとする。

・ 子どもたちの安全確保のため、体育館、外来用駐車場、地域

活動室と子どもの動線を分離する。

・ 食育推進の観点から学年全体で食べられるランチルームを給

食室に隣接させる。

・ 様々な発達段階の子どもたちが安全に活動できるよう、遊具

等を設置したサブグラウンドを確保する。

・ 車椅子対応のエレベーターを設置する。

・ 学校と地域の連携を深め、教育活動を支える地域人材が集う

ことができるよう、土 日開放時に管理できる地域活動室を配

置する。

他にこの間の折衝で明らかになった点(2014.5)

・保健室は１カ所。仕切り等、小中の独立性についての配慮を

考えている。

・理科室３つ。小学校１、中学校２の３教室を考えている。

・小中共用部分の階段の段差を小学校仕様にするか中学校仕様

するかは検討中。

な
い
で
し
ょ
う
か
。
広
く
教
職
員
の

意
見
を
聞
い
て
決
定
す
る
こ
と
を
強

く
望
み
ま
す
。


